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「共に重荷を負う人々を選び出す。」 出エジプト記 18 章 17 節～26 節   

 

政
治
形
態
は
、
専
制
的
独
裁
的
な
も
の
が
古
く
か
ら
長
く
続
き
、
人
々
を
支
配
し

搾
取
し
苦
し
め
て
い
ま
し
た
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
や
古
代
ロ
ー
マ
で
は
直
接
民
主
主
義

が
繁
栄
を
も
た
ら
し
、
社
会
を
変
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
民
裁
判
に
よ
り
ソ
ク
ラ

テ
ス
が
処
刑
さ
れ
る
と
弟
子
の
プ
ラ
ト
ン
は
民
主
主
義
は
衆
愚
政
治
に
陥
る
危
険
が

あ
る
と
し
て
哲
人
政
治
を
提
唱
し
ま
し
た
。
民
主
主
義
で
は
、
言
論
や
信
教
の
自

由
、
法
の
下
で
平
等
な
保
護
を
受
け
る
権
利
、
そ
し
て
政
治
的
・
経
済
的
・
文
化
的

な
生
活
を
組
織
し
、
こ
れ
ら
に
全
面
的
に
参
加
す
る
機
会
な
ど
の
基
本
的
人
権
を
擁

護
す
る
こ
と
が
唱
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
民
主
主
義
を
支
え
る
の
が
資
本
主
義
で
す

が
、
ど
ち
ら
も
理
想
を
実
現
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
争
い
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。 

 

貧
富
の
格
差
を
な
く
そ
う
と
し
て
提
唱
さ
れ
た
の
が
共
産
主
義
や
社
会
主
義
で
す

が
、
労
働
意
欲
を
損
な
い
自
己
責
任
を
な
く
し
て
し
ま
っ
て
崩
壊
し
ま
し
た
。
中
国

は
、
共
産
主
義
に
資
本
主
義
的
な
側
面
を
取
り
入
れ
て
経
済
的
発
展
を
達
成
し
ま
し

た
が
、
社
会
主
義
的
な
支
配
で
人
権
を
制
限
し
て
限
界
を
現
わ
し
て
い
ま
す
。
横
暴

な
独
裁
者
の
支
配
が
平
穏
に
終
わ
る
こ
と
は
な
く
殆
ど
が
突
然
崩
壊
し
て
い
ま
す
。 

 

人
間
は
罪
び
と
、
つ
ま
り
自
己
中
心
で
自
己
の
繁
栄
を
謀
る
の
で
、
ど
の
よ
う
な

組
織
体
系
で
も
、
実
は
民
主
的
、
つ
ま
り
人
々
の
為
に
統
治
す
る
こ
と
は
難
し
い
の

で
す
。
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
合
議
に
よ
る
官
僚
制
は
ず
る
賢
い
官
僚
が
自

分
達
に
都
合
の
良
い
政
策
を
作
っ
て
合
法
的
に
利
得
を
貪
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
現

代
社
会
の
政
治
も
会
社
も
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
そ

れ
で
、
謙
虚
な
神
に
仕
え
る
カ
リ
ス
マ
的
指
導
者
が
必
要
で
あ
る
と
言
い
ま
す
。 

 

教
会
は
民
主
主
義
で
は
な
く
、
神
主
主
義
で
す
。
民
が
主
と
い
う
こ
と
は
理
想
に

聞
こ
え
ま
す
が
、
利
己
的
な
人
間
同
士
で
は
、
ど
う
し
て
も
指
導
者
が
自
分
の
利
得

を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
、
退
廃
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
神
が
、
聖
書
の
よ

う
な
神
で
あ
る
な
ら
ば
、
神
主
主
義
は
理
想
と
な
り
ま
す
。
人
の
上
に
そ
の
心
の
内

ま
で
見
抜
か
れ
裁
か
れ
る
神
が
お
ら
れ
支
配
す
る
と
な
れ
ば
、
自
分
の
利
得
を
求
め

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
で
す
。 

 

士
師
記
は
本
来
そ
の
よ
う
に
神
の
支
配
の
下
で
勇
士
や
預
言
者
が
支
配
す
る
も
の

で
し
た
。
し
か
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
は
未
熟
で
、
「
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
目
に
良
い

と
見
え
る
こ
と
を
行
っ
て
い
た
。
」
（
士
師
記
２
１
・25

）
の
で
、
他
国
に
侵
略
さ
れ

た
の
で
し
た
。
そ
こ
で
民
は
、
「
他
の
全
て
の
国
民
の
よ
う
に
、
私
た
ち
を
裁
く
王
を

立
て
て
く
だ
さ
い
。
」
（
Ⅰ
サ
ム
エ
ル
８
・5

）
と
望
み
ま
し
た
。
神
は
、
王
を
立
て
る

と
、
あ
な
た
が
た
の
息
子
を
徴
兵
し
、
あ
な
た
が
た
を
使
役
し
、
税
金
を
取
り
、
あ

な
た
が
た
は
「
王
の
奴
隷
と
な
る
。」（
同17

）
と
忠
告
し
ま
す
。 

          

 

し
か
し
、
民
は
、
「
私
た
ち
も
他
の
全
て
の
国
民
の
よ
う
に
な
り
、
王
が
私
た
ち
を

裁
き
、
私
た
ち
の
先
に
立
っ
て
出
陣
し
、
私
た
ち
の
戦
い
を
戦
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ

う
。」
（
同20

）
と
求
め
る
の
で
、
暴
君
サ
ウ
ル
王
が
立
て
ら
れ
た
の
で
す
。 

 

神
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
を
最
初
か
ら
神
権
政
治
に
よ
っ
て
統
治
し
よ
う
と
考
え

ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
モ
ー
セ
の
し
ゅ
う
と
ミ
デ
ィ
ア
ン
の
祭
司
イ
テ
ロ
は
、
「
主
が

あ
ら
ゆ
る
神
々
に
優
っ
て
偉
大
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
」
（
出
エ
１
８
・1

1

）

と
神
に
犠
牲
を
持
っ
て
礼
拝
し
ま
し
た
（12

）。 

 

ま
だ
、
奴
隷
か
ら
救
い
出
さ
れ
た
ば
か
り
の
民
は
、
何
も
わ
か
ら
ず
、
信
仰
の
道

も
無
知
で
あ
り
、
「
神
の
掟
と
教
え
」
（1

6

）
も
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
モ
ー
セ
は
自

ら
が
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
し
た
。
し
か
し
、
３
０
０
万
人

以
上
の
人
々
を
モ
ー
セ
一
人
で
裁
き
指
導
す
る
こ
と
は
無
理
で
す
。 

 

モ
ー
セ
が
指
導
者
と
し
て
為
す
べ
き
こ
と
は
「
掟
と
お
し
え
を
も
っ
て
彼
ら
に
警

告
し
、
彼
ら
の
歩
む
べ
き
道
と
、
な
す
べ
き
わ
ざ
を
知
ら
せ
」
（20

）
る
こ
と
で
す
。

他
の
こ
と
は
、
「
神
を
恐
れ
る
、
力
の
あ
る
人
た
ち
、
不
正
の
利
を
憎
む
誠
実
な
人
た

ち
」
（21

）
に
任
せ
る
の
で
す
。
新
約
で
は
、
執
事
た
ち
の
選
択
基
準
は
「
御
霊
と
知

恵
に
満
ち
た
、
評
判
の
良
い
人
た
ち
」（
使
徒
６
・3

）
と
な
り
ま
す
。 

 

教
会
で
も
、
社
会
で
も
、
指
導
者
に
な
る
基
準
は
、
ま
ず
は
誠
実
で
評
判
の
良
い

人
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。
検
索
し
て
み
る
と
、
「
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
の
条
件
」
と

し
て
、
「
知
識
、
熱
意
、
洞
察
力
、
責
任
感
、
無
欲
」
が
経
営
セ
ミ
ナ
ー
で
語
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
で
は
、
独
善
的
な
ワ
ン
マ
ン
な
指
導
者

が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
実
際
に
指
導
者
に
な
る
に
は
、
困
難

が
多
く
、
人
を
配
慮
し
て
い
て
は
成
功
し
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
嫌
う
官
僚
制
の
特
徴
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
教
会
は
、
利
益
志
向
で
も
、
成
長
志
向
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
神
の
名
を
借

り
て
支
配
権
を
行
使
す
る
カ
ル
ト
で
あ
っ
て
も
な
り
ま
せ
ん
。
弱
者
が
お
り
、
高
齢

者
が
お
り
、
障
害
者
・
病
者
が
お
り
、
そ
し
て
個
性
を
認
め
な
が
ら
、
「
神
の
御
子
に

対
す
る
信
仰
と
知
識
に
お
い
て
一
つ
と
な
り
、
一
人
の
成
熟
し
た
大
人
と
な
っ
て
、

キ
リ
ス
ト
の
満
ち
満
ち
た
身
丈
に
ま
で
達
す
る
の
で
す
。」（
エ
ペ
ソ
４
・13

） 

 
ま
た
、
「
人
の
悪
だ
く
み
や
人
を
欺
く
悪
賢
い
策
略
か
ら
出
た
、
ど
ん
な
教
え
の
風

に
も
、
吹
き
ま
わ
さ
れ
た
り
、
も
て
あ
そ
ば
れ
た
り
す
る
こ
と
が
な
」（
同14

）
い
よ

う
に
し
っ
か
り
と
指
導
者
が
立
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
う
い
う
面
で
、
信
仰
に
熱
心
で
は
な
い
人
々
を
準
会
員
と
位
置
づ
け
、
成
熟
を

志
す
人
を
ま
と
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
更
に
、
教
会
は
、
牧
師
に
次
ぐ
、
献
身

者
、
執
事
、
奉
仕
者
、
と
い
う
立
場
を
明
確
に
し
て
働
き
と
責
任
を
確
認
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
、
強
く
教
会
が
立
つ
た
め
に
進
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。 

       

 



出エジプト 18:17 すると、モーセのしゅうとは言っ
た。「あなたがしていることは良くありません。 
18:18 あなたも、あなたとともにいるこの民も、きっ
と疲れ果ててしまいます。このことは、あなたにとっ
て荷が重すぎるからです。あなたはそれを一人ではで
きません。 
18:19 さあ、私の言うことを聞きなさい。あなたに助
言しましょう。どうか神があなたとともにいてくださ
るように。あなたは神の前で民の代わりとなり、様々
な事件をあなたが神のところに持って行くようにしな
さい。 
18:20 あなたは掟とおしえをもって彼らに警告し、彼
らの歩むべき道と、なすべきわざを知らせなさい。 
18:21 あなたはまた、民全体の中から、神を恐れる、
力のある人たち、不正の利を憎む誠実な人たちを見つ
け、千人の長、百人の長、五十人の長、十人の長とし
て民の上に立てなさい。 
18:22 いつもは彼らが民をさばくのです。大きな事件
のときは、すべてあなたのところに持って来させ、小
さな事件はみな、彼らにさばかせて、あなたの重荷を
軽くしなさい。こうして彼らはあなたとともに重荷を
負うのです。 
18:23 もし、あなたがこのことを行い、神があなたに
そのように命じるなら、あなたも立ち続けることがで
き、この民もみな、平安のうちに自分のところに帰る
ことができるでしょう。」 
18:24 モーセはしゅうとの言うことを聞き入れ、すべ
て彼が言ったとおりにした。 
18:25 モーセはイスラエル全体の中から力のある人た
ちを選び、千人の長、百人の長、五十人の長、十人の
長として、民の上にかしらとして任じた。 
18:26 いつもは彼らが民をさばき、難しい事件はモー
セのところに持って来たが、小さな事件はみな彼ら自
身でさばいた。 

 

 

 

 

Exo 18:17 So Moses' father-in-law said to him, 
"The thing that you do is not good. 
 18:18 "Both you and these people who are 
with you will surely wear yourselves out. For 
this thing is too much for you; you are not able 
to perform it by yourself. 
 18:19 "Listen now to my voice; I will give you 
counsel, and God will be with you: Stand 
before God for the people, so that you may 
bring the difficulties to God. 
 18:20 "And you shall teach them the statutes 
and the laws, and show them the way in which 
they must walk and the work they must do. 
 18:21 "Moreover you shall select from all the 
people able men, such as fear God, men of 
truth, hating covetousness; and place such 
over them to be rulers of thousands, rulers of 
hundreds, rulers of fifties, and rulers of tens. 
 18:22 "And let them judge the people at all 
times. Then it will be that every great matter 
they shall bring to you, but every small matter 
they themselves shall judge. So it will be 
easier for you, for they will bear the burden 
with you. 
 18:23 "If you do this thing, and God so 
commands you, then you will be able to 
endure, and all this people will also go to their 
place in peace." 
 18:24 So Moses heeded the voice of his father-
in-law and did all that he had said. 
 18:25 And Moses chose able men out of all 
Israel, and made them heads over the people: 
rulers of thousands, rulers of hundreds, rulers 
of fifties, and rulers of tens. 
 18:26 So they judged the people at all times; 
the hard cases they brought to Moses, but they 
judged every small case themselves. 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

1 .  信 仰 に 生 き る キ リ ス ト の 弟 子 の 養 成  
主の弟子は状況に左右されず聖霊に聞き従い、神を信じ人を信じて人々の救いと解放をもたら

す。十字架に死んで神と共に生きるとは、自分と人々の罪からくる咎を覚悟し信仰と希望と愛とを持

って福音の祝福の中に生きることである。キリストの弟子の養成こそ教会の使命である。 
２ ．  真 理 と 祈 り と 讃 美 に 満 ち た 信 仰 生 活 の 指 導  

聖書の教え、真理は人を自由にする。祈りは問題や悩みを解決し、神の御心を確認する。讃美は癒し

と喜びと力を与える。教会はそれらを教え指導し、互いの交わりの中で模範を造り出していく。 
３ ．  キ リ ス ト を 頭 と し て 愛 に よ っ て 結 び 合 わ さ れ た 共 同 体 の 形 成   

教会には多種多様な人々が神によってこの世から召し出されてくる。この信者を整え、神への奉仕

という使命を果たすように導くには、キリストの弟子として十字架を負い主に従う指導者層が確立され

なければならない。整えられ愛し合い一致した教会こそ神の栄光が現され成長する。 
４ ．  隣 人 に 対 す る 愛 に 基 づ い た 執 り 成 し と 伝 道 の 実 践  

神を愛する人は人をも愛し、行いを伴う信仰を持つ。真理を知らず罪と咎によって苦しんでいる人々を

愛し、執り成し、福音を伝えることによってこそクリスチャンは成長し、祝福される。 
５ ．  地 域 と 社 会 に 貢 献 す る 魅 力 的 な 教 会 員 の 歩 み と 家 族 形 成  

教会と教会員の活動・事業・啓発運動を展開し、社会に影響を与えながら、同時に愛し合う家族を形

成し、接する人々に福音を現していくことが、日本のリバイバルに必要であると私たちは信じる。 
 
 

 

今 週 の 聖 書  
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